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放射性物質汚染対策事業
１億２５７８万千円

（国庫補助金１億２５７５万６千円）

【
平
成
25
年
第
２
回
定
例
会
】

６
月
６
日
～
６
月
14
日

◆
下
仁
田
町
職
員
等
の

諸
給
与
の
特
例
に
関

す
る
条
例

 

全
会
一
致

◆
下
仁
田
町
議
会
の
議

員
の
諸
給
与
の
特
例

に
関
す
る
条
例

 

賛
成
多
数

◆
西
部
簡
易
水
道
浄
水

場
改
修
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て

 
全
会
一
致

◆
平
成
25
年
度
下
仁
田

町
一
般
会
計
補
正
予

算

 

賛
成
多
数

◆
平
成
25
年
度
下
仁
田

町
ガ
ス
事
業
会
計
補

正
予
算

 

全
会
一
致

◆
下
仁
田
町
学
校
給
食

共
同
調
理
場
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

 

全
会
一
致

◆
下
仁
田
町
企
業
誘
致

促
進
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

 

全
会
一
致

◆
町
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て

 

全
会
一
致

◆
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
、
国
負
担
割
合

を
２
分
の
１
に
復
元
す

る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書

全
会
一
致

◆
平
成
24
年
度
下
仁
田
町

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
に
つ
い
て

議

案

陳

情

報

告

平
成
25
年

　

第
１
回
臨
時
会 

５
月
23
日

◆
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

全
会
一
致

◆
下
仁
田
町
議
会
の
議
員
の
諸
給
与
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

賛
成
多
数

◆
下
仁
田
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

全
会
一
致

◆
下
仁
田
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

 

全
会
一
致

◆
平
成
24
年
度
下
仁
田
町
一
般
会
計
補
正
予
算

 

賛
成
多
数

◆
平
成
24
年
度
下
仁
田
町
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

 

全
会
一
致

議

案

専
決
処
分

◆
甘
楽
郡
土
地
開
発
公
社

経
営
状
況
の
報
告
に
つ

い
て
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一 般一 般

質 問 質 問 町政を問う町政を問う
議
員　

人
口
推
計
に
よ
る
と
２

０
４
０
年
に
は
町
の
人
口
が

３
，
８
０
０
人
台
に
な
る
と

い
う
推
計
が
示
さ
れ
た
。
将

来
を
見
据
え
た
対
策
は
。

健
康
課
長　

子
育
て
世
代
の
支

援
で
は
、
中
学
３
年
生
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
や
、
ジ
フ

テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
、
風
疹

等
が
定
期
の
予
防
接
種
で
無

料
に
、
総
額
で
２
９
４
２
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

町
長　

町
営
住
宅
や
、
教
育
施

設
の
整
備
、
そ
し
て
、
空
き

家
対
策
定
住
促
進
奨
励
金

等
々
含
め
て
、
平
成
20
年
か

ら
事
業
を
開
始
し
た
。
町
ぐ

ん
ま
の
木
で
家
づ
く
り
、
支

援
事
業
で
県
と
同
額
の
補
助

や
、
そ
の
定
住
促
進
対
策
の

問
題
や
、
結
婚
祝
い
金
や
出

産
祝
い
金
、
ま
た
は
交
流
の

場
事
業
等
施
策
と
し
て
今
現

在
進
め
て
い
る
。

議
員　

ジ
オ
パ
ー
ク
や
世
界
遺

岩
崎　

正
春

岩
崎　

正
春
議
員
議
員

２
０
４
０
年
問
題
へ
の
対
策
は

Ｑ

世
界
遺
産
や
ジ
オ
パ
ー
ク
関
連
の
安
全
対
策
は

Ｑ

産
を
含
め
て
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
構
想
は
。

町
長　

世
界
遺
産
候
補
の
荒
船

風
穴
関
連
も
、
地
元
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

道
路
整
備
に
付
随
す
る
と
こ

ろ
の
土
地
の
提
供
等
、随
時
、

今
、
進
行
中
で
す
。

議
員　

世
界
遺
産
、
ジ
オ
パ
ー

ク
の
計
画
や
練
馬
区
と
の
防

災
協
定
や
ね
ぎ
サ
ミ
ッ
ト
な

ど
全
体
の
計
画
を
町
民
に
示

し
、
共
有
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

町
長　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

や
、
今
夏
の
、
世
界
遺
産
の

調
査
団
イ
コ
モ
ス
が
現
地
の

調
査
に
来
町
す
る
こ
と
も
踏

ま
え
、
今
後
の
問
題
に
つ
い

て
対
策
等
と
っ
て
い
る
。

議
員　

ジ
オ
パ
ー
ク
や
世
界
遺

産
の
荒
船
風
穴
等
ふ
ま
え

て
、
登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
等

危
険
を
伴
う
場
所
へ
行
く
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
。

総
務
課
長　

山
岳
遭
難
の
場
合

は
、
警
察
署
か
ら
中
之
嶽
山

岳
会
に
直
接
要
請

が
あ
る
。
消
防
団

が
捜
索
活
動
す
る

場
合
は
、
家
族
か

ら
警
察
署
に
捜
索

願
が
出
さ
れ
、
ま

ず
警
察
署
が
編
成

を
組
ん
で
捜
索
活

動
を
行
い
、
警
察

だ
け
で
は
発
見
で

き
な
い
と
判
断
さ

れ
た
場
合
に
、
富

岡
警
察
署
長
よ

り
、
町
に
消
防
団

の
捜
索
要
請
が
あ

る
。
町
で
は
、
要

請
が
あ
っ
て
、
町

長
が
捜
索
の
必
要

が
あ
る
と
認
め
た

場
合
に
は
、
消
防

団
長
に
捜
索
活
動

の
要
請
を
行
い
、

団
長
命
令
で
捜
索

活
動
を
行
う
。
捜

索
活
動
は
連
続
２
日
以
内
と

し
、
補
償
面
で
は
、
公
務
災

害
補
償
対
象
と
な
る
。

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
長　

わ
か

り
や
す
い
看
板
を
、
ジ
オ
サ

イ
ト
に
設
置
し
て
あ
り
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
も
活
用
し
た
い
。

荒船風穴　説明会
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議
員　

３
億
４
０
０
０
万
円
の

特
別
交
付
金
申
請
は
い
つ
し

た
か
。

企
画
財
政
課
長　

12
月
交
付
に

つ
い
て
は
９
月
、
３
月
交
付

に
つ
い
て
は
12
月
に
基
礎
数

値
を
報
告
し
て
い
る
。

議
員　

総
務
省
へ
の
当
初
計
画

の
交
付
申
請
及
び
、
交
付
決

定
は
い
つ
か
。

企
画
財
政
課
長　

決
定
通
知
は

３
月
28
日
で
あ
る
。

議
員　

環
境
議
会
の
開
催
は
い

つ
か
。

町
長　

環
境
議
会
の
案
件
は
手

元
に
用
意
が
な
い
し
、
別
の

議
会
と
と
ら
え
て
い
る
。

議
員　

６
月
２
日
読
売
新
聞
記

事
、
福
島
原
発
で
生
じ
た
指

定
廃
棄
物
処
理
を
巡
っ
て
の

最
終
処
分
場
建
設
を
予
定
す

る
市
町
村
調
査
で
「
排
出
さ

れ
た
県
の
中
で
処
理
す
る
し

か
な
い
、
他
県
の
も
の
は
反

発
が
強
い
と
思
わ
れ
る
」
と

の
下
仁
田
町
の
コ
メ
ン
ト
は

誰
の
も
の
か
。

健
康
課
長　

回
答
は
手
続
き
を

踏
ん
で
、
町
長
決
裁
の
上
で

回
答
し
た
。

議
員　

４
読
売
群
馬
版
掲
載
中

で
県
内
処
理
賛
成
19
市
町
村

に
下
仁
田
は
含
ま
れ
て
い
る

の
か
。

健
康
課
長　

法
律
に
基
づ
き
国

の
責
任
で
処
理
す
る
事
に

な
っ
て
お
り
、
仮
に
下
仁
田

が
候
補
地
指
定
さ
れ
て
も
受

け
入
れ
は
で
き
な
い
と
答
え

た
。

議
員　

国
、
国
民
を
挙
げ
て
の

復
興
予
算
づ
く
り
の
中
、
財

源
を
特
別
交
付
税
と
か
け
離

れ
た
事
業
に
使
用
し
た
、
こ

れ
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　

（
答
弁
な
し
）

議
員　

瓦
れ
き
処
理
を
受
け
入

れ
な
い
の
に
特
別
交
付
税
を

受
け
た
。
性
格
か
ら
し
て
全

額
返
納
す
べ
き
と
私
は
考
え

る
。
瓦
れ
き
を
受
け
入
れ
る

と
し
て
環
境
施
設
組
合
に
町

経
由
で
金
が
入
っ
た
よ
う
な

話
が
聞
こ
え
た
の
で
、
私
は

国
の
会
計
検
査
院
の
検
査
が

入
る
の
で
は
と
危
惧
を
し
た

の
で
質
問
を
し
た
。

議
員　

こ
の
事
業
推
進
に
住
民

が
不
信
感
を
持
た
ぬ
よ
う
説

明
責
任
を
果
た
し
実
施
で
き

る
よ
う
切
望
す
る
。
私
の
調

査
と
差
異
が
あ
る
が
今
回
は

あ
え
て
指
摘
し
な
い
。

指
定
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て

Ｑ

放
射
能
の
対
策
、
除
染
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｑ

企
画
財
政
課
長　

承
知
し
て
い

な
い
。
甘
楽
西
部
環
境
衛
生

施
設
組
合
の
ほ
う
で
使
用
し

て
い
る
。
私
が
答
え
る
べ
き

こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。

議
員　

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
22
年
度
決
算
に

実
施
実
績
は
な
い
、
予
算
化

は
23
年
度
か
ら
か
、
セ
ン

タ
ー
改
善
計
画
は
い
つ
か
ら

か
。

町
長　

こ
の
内
容
は
施
設
組
合

議
会
で
決
定
し
て
い
る
事
項

で
あ
り
町
議
会
で
は
答
弁
で

き
な
い
。

議
員　

国
復
興
財
源
か
ら
特
別

交
付
金
が
入
金
さ
れ
た
経
緯

を
伺
い
た
い
。

企
画
財
政
課
長　

組
合
へ
資
料

提
出
を
求
め
、
町
で
交
付
申

請
を
し
た
。

議
員　

震
災
瓦
れ
き
等
の
受
け

入
れ
を
検
討
し
た
経
緯
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

町
長　

（
答
弁
な
し
）

議
員　

３
億
４
０
０
０
万
円
の

高
額
予
算
が
専
決
処
分
さ
れ

た
、
一
部
事
務
組
合
で
の
事

だ
が
こ
の
方
法
が
正
し
い
の

か
。

企
画
財
政
課
長　

地
方
自
治
法

に
の
っ
と
り
行
っ
た
、
正
し

い
と
理
解
し
て
い
る
。

議
員　

環
境
省
の
復
興
財
源
か

ら
の
特
別
交
付
金
、
入
金
は

い
つ
か
。

企
画
財
政
課
長　

交
付
税
決
定

通
知
３
月
28
日
受
付
、
２
億

４
６
０
０
万
円
で
専
決
処
分

し
た
。

議
員　

３
億
４
０
０
０
万
円
、

何
に
使
用
し
た
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

専
決
処
分
で

３
億
４
６
０
０
万
円
町
に
一

括
交
付
さ
れ
２
億
４
６
０
８

万
６
０
０
０
円
を
甘
楽
西
部

環
境
衛
生
施
設
組
合
へ
出
し

た
。

議
員　

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
改
修

費
か
。

木
暮　

弘
元

木
暮　

弘
元
議
員
議
員

専
決
処
分
に
つ
い
て

Ｑ

町
長　

（
答
弁
な
し
）

議
員　

次
に
、
職
員
の
給
与

カ
ッ
ト
と
交
付
税
関
連
に
つ

い
て
は
町
職
員
は
復
興
に
協

力
し
た
い
と
特
段
の
努
力
、

協
力
を
い
た
だ
い
た
事
に
感

謝
す
る
。

汚染土仮置場
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★
平
成
25
年
度
下
仁
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

【
歳
入
】

Ｑ　

地
方
債
補
正
に
つ
い
て
、

利
率
が
年
５
％
以
内
で
あ
る

が
、
最
近
の
利
率
は
。

Ａ　

平
成
24
年
度
に
つ
い
て

は
、
過
疎
対
策
事
業
債
の
み

の
借
入
で
あ
る
が
、年
利
０
・

５
％
で
あ
る
。

【
歳
出
】

Ｑ　

補
正
と
な
っ
た
理
由
を
順

に
説
明
を
。

◆
観
光
費
荒
船
の
湯
運
営
費

Ａ　

商
工
観
光
係
で
は
、
一
番

の
使
用
が
見
込
ま
れ
る
夏
の

行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、

み
ち
の
駅
の
Ｅ
Ｖ
・
荒
船
の

湯
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
整

備
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

す
。

◆
道
路
新
設
改
良
費

◆
橋
梁
維
持
費

Ａ　

土
木
管
理
係
で
は
、
道
路

新
設
改
良
工
事
に
つ
い
て

は
、
当
初
予
算
を
組
ん
だ
下

仁
田
～
栗
山
線
が
国
費
ベ
ー

ス
要
望
額
と
誤
っ
て
い
た
の

で
修
正
し
ま
し
た
。

　
　

橋
梁
維
持
費
に
つ
い
て

は
、
24
年
度
補
正
に
合
わ
な

か
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
該
当
に

な
っ
た
た
め
追
加
要
望
し
内

定
と
な
っ
た
た
め
で
す
。
事

業
内
容
は
、
万
年
橋
の
修
繕

と
15
ｍ
未
満
の
橋
梁
点
検
で

す
。

Ｑ　

土
木
の
新
設
、
変
更
が

あ
っ
た
の
は
仕
方
な
い
の

か
、
６
月
で
補
正
す
る
の
は

ど
う
か
。

Ａ　

交
付
申
請
時
の
金
額
が
間

違
え
て
い
た
た
め
、
交
付
金

に
見
合
う
よ
う
に
補
正
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ　

橋
梁
維
持
費
、
委
託
料
、

事
業
内
訳
は
。

Ａ　

15
ｍ
未
満
の
橋
梁
点
検
業

務
費
で
３
５
０
０
万
円
で
、

１
橋
当
た
り
20
万
円
か
ら
30

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
残

り
は
万
年
橋
の
詳
細
設
計
費

等
で
す
。

Ｑ　

１
橋
20
万
円
の
根
拠
は
。

Ａ　

県
か
ら
の
数
値
で
す
。

Ｑ　

万
年
橋
の
修
繕
を
し
て
い

く
こ
と
は
、
新
設
を
し
な
い

と
い
う
町
と
し
て
結
果
が
出

た
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ　

基
本
的
に
復
元
し
、
２
ｔ

車
は
通
行
で
き
ま
す
が
、
４

ｔ
車
は
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ　

長
寿
命
化
、
地
元
の
要
望

も
あ
る
、
幅
員
も
狭
い
、
ジ

オ
サ
イ
ト
、
地
元
の
安
全
を

ど
う
取
扱
う
か
聞
き
た
い
。

Ａ　

土
木
技
師
に
、
新
橋
架
設

の
金
額
を
聞
い
た
り
、
地
元

の
意
見
も
聞
き
ま
し
た
が
、

修
繕
を
熱
望
さ
れ
ま
し
た
。

　

優
先
順
位
は
高
い
た
め
、

修
繕
い
た
し
ま
す
。
新
橋
建

設
は
趣
旨
採
択
に
な
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ　

南
牧
村
で
上
流
に
万
年
橋

と
同
様
の
ア
ー
チ
橋
が
有

り
、
隣
に
新
し
い
橋
が
架

か
っ
て
い
る
。
将
来
の
青
写

真
を
地
元
に
示
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

Ａ　

地
元
に
説
明
の
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
橋
が
通
れ

な
い
と
な
れ
ば
、
何
か
し
ら

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
修
繕
し
元
と
同
様

に
使
用
で
き
れ
ば
良
い
の
で

は
と
考
え
ま
す
。

◆
下
仁
田
中
学
校
空
調
工
事
の

関
連
質
疑

Ｑ　

今
年
度
交
付
さ
れ
る
地
域

の
元
気
臨
時
交
付
金
の
交
付

額
は
。

Ａ　

国
よ
り
示
さ
れ
、
予
定
額

は
算
定
事
業
の
４
事
業
に
つ

い
て
８
，
３
０
０
万
円
の
内

示
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ　

教
育
費
で
今
回
の
時
期
に

補
正
予
算
を
出
し
た
理
由
は

な
に
か
。

Ａ　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
下

仁
田
中
学
校
の
ガ
ス
空
調
工

事
で
、
国
の
緊
急
経
済
対
策

で
す
。

Ｑ　

こ
れ
か
ら
、
実
施
と
な
る

と
工
事
は
ど
の
く
ら
い
か
。

Ａ　

機
器
は
注
文
生
産
で
あ
る

の
で
、
通
常
２
か
月
か
か
る

が
、
で
き
る
だ
け
夏
休
み
に

工
事
を
お
こ
な
っ
て
、
９
月

か
ら
使
え
る
よ
う
に
と
考
え

て
い
る
。

Ｑ　

空
調
の
ガ
ス
料
金
の
予
算

は
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ　

こ
れ
か
ら
工
事
の
発
注
と

な
る
の
で
、
完
成
時
期
を
ふ

ま
え
て
、
９
月
補
正
等
考
え

た
い
。

　
　

以
上
審
査
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

◆
平
成
25
年
度
下
仁
田
町
ガ
ス
事

業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

Ｑ　

ガ
ス
事
業
会
計
の
平
成
24

年
度
決
算
状
況
は
。

Ａ　

こ
の
後
、
監
査
を
受
け
、

決
算
議
会
で
報
告
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
速
報
値
と
し
て

は
、
経
常
利
益
１
１
０
０
万

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

Ｑ　

黒
字
と
な
っ
た
主
な
理
由

は
。 

Ａ　

平
成
24
年
５
月
に
実
施
し

予
算
決
算
特
別
委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

道の駅南側ＥＶ充電器設置予定地
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た
料
金
改
定
に
伴
い
、
ガ
ス

売
上
が
１
５
，
７
８
８
千
円

増
加
し
て
い
る
こ
と
が
主
な

要
因
で
す
。
詳
細
は
決
算
議

会
で
説
明
し
ま
す
。 

Ｑ　

今
回
、
中
学
校
に
導
入
す

る
機
械
（
Ｇ
Ｈ
Ｐ
）
の
台
数

と
、
予
定
さ
れ
る
ガ
ス
料
金

は
。 

Ａ　

計
５
台
で
す
。

　
　

１
日
約
８
，
１
０
０
円
と

予
定
さ
れ
ま
す
。 

Ｑ　

金
融
機
関
等
へ
の
Ｇ
Ｈ
Ｐ

の
売
り
込
み
努
力
に
つ
い

て
。 

Ａ　

大
型
ガ
ス
器
具
販
売
に
よ

る
供
給
の
増
加
を
さ
せ
る
た

め
、
以
前
か
ら
セ
ー
ル
ス
を

掛
け
て
い
ま
す
。

　
　

全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
６
月

７
日
午
後
１
時
か
ら
、
委
付
託

さ
れ
た
陳
情
１
件
に
つ
い
て
審

査
　

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

２
分
の
１
復
元
を
は
か
る
た
め

の
、
２
０
１
４
年
度
政
府
予
算

に
係
る
意
見
書
採
択
の
要
請
に

つ
い
て
」
を
議
題
と
し
、
直
ち

に
審
査
に
入
り
、
委
員
か
ら
日

本
の
教
育
水
準
は
国
際
的
に
見

て
ど
の
位
か
等
の
質
問
も
あ
り

ま
し
た
が
、
国
の
負
担
金
が
減

額
さ
れ
、
地
域
の
財
政
力
に
よ

り
格
差
が
生
ず
る
の
は
問
題

で
、
義
務
教
育
は
国
が
堅
持
す

る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
あ

り
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

議
長
の
選
挙

 

佐
々
木　
　

功　

氏
（
富
岡
市
議
会
議
長
）

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

 

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車　

４
，
８
５
１
万
円

監
査
委
員
の
選
任

 

黛　
　

哲　

夫　

氏
（
甘
楽
町
議
会
議
長
）

総
務
常
任
委
員
長
報
告

広
域
圏
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

広
域
圏
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

富
岡
甘
楽
地
方
議
会
議
員
連
絡
協
議
会
総
会
＆

講
演
会
が
開
催
さ
れ
る

富
岡
甘
楽
広
域
議
会

７
月
２
日
開
催
さ
れ
る

　

去
る
５
月
24
日
富
岡
甘
楽
地

方
議
会
定
期
総
会
が
、
妙
義
グ

リ
ー
ン
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
富
岡
市
・
下
仁
田
町
・

甘
楽
町
・
南
牧
村
議
会
議
員
の

出
席
の
も
と
、
総
会
、
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
群
馬
大
学
社

会
情
報
学
部
情
報
行
動
学
科
小

竹
裕
人
准
教
授
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　

議
題
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
現
状

と
可
能
性
」
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

　

日
本
に
お
け
る
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
理
解
と
し

て
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
、
特
定
非
営

利
活
動
推
進
法
〝
Ｎ

Ｐ
Ｏ
〟（
１
９
９
８
・

12
）
制
定
に
よ
り
ま

す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
利
益

を
出
す
こ
と
が
で

き
、
給
料
を
支
払
っ

て
も
よ
く
、
そ
の
た

め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

行
う
活
動
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
世
の
中
の

雰
囲
気
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
実
際
は
仕
事
の
対
価

と
し
て
給
与
を
支
払
う
の
が
本

来
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
あ
り
方
と
の
こ

と
で
し
た
。利
益
が
出
た
分
は
、

も
ち
ろ
ん
そ
の
後
の
活
動
に
回

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
実
的

に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
職
員
と
し
て

働
い
た
と
し
て
も
、
群
馬
県
の

場
合
、
有
給
常
勤
ス
タ
ッ
フ
の

年
収
は
『
１
０
０
～
２
０
０

万
円
』
と
の
こ
と
で
す
の
で
、

中
々
若
者
等
の
雇
用
の
受
け
皿

に
は
、
ま
だ
な
れ
な
い
よ
う
で

す
。

講演会

冷房施設の設置予定
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下
仁
田
小
学
校
及
び
下
仁
田

中
学
校
は
、
少
子
化
等
に
伴
い

統
合
さ
れ
、
各
校
と
も
１
校
ず

つ
と
な
っ
た
現
在
、
小
学
校
・

中
学
校
と
も
、
校
舎
・
体
育
館
・

及
び
長
年
の
要
望
で
あ
っ
た
中

学
校
の
グ
ラ
ン
ド
も
今
春
出
来

上
が
り
、
下
仁
田
町
の
学
校
教

育
環
境
は
す
べ
て
整
備
さ
れ
、

非
常
に
恵
ま
れ
て
い
る
環
境
で

す
。
こ
れ
も
、
町
・
議
会
・
そ

し
て
町
民
の
ご
理
解
の
賜
物
と

思
っ
て
い
ま
す
。
財
政
も
厳
し

い
世
の
中
で
す
が
、
こ
こ
下
仁

田
町
に
お
い
て
は
、
未
来
あ
る

子
供
達
の
為
に
教
育
環
境
に
多

大
な
予
算
計
上
を
し
て
頂
い
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

下
仁
田
中
学
校
に
お
い
て

は
、
毎
年
恒
例
の
６
月
に
開

催
さ
れ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
を

通
じ
、
町
民
の
皆
様
か
ら
頂
い

た
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
品
物
を

バ
ザ
ー
と
い
う
形
で
一
般
販
売

し
、
生
徒
達
の
学
業
資
金
の
補

助
を
し
て
頂
い
て
い
る
こ
と
に

感
謝
し
ま
す
。バ
ザ
ー
当
日
は
、

下
中
生
徒
達
も
参
加
し
て
奉
仕

作
業
を
し
て
、
普
段
で
は
行
え

な
い
貴
重
な
体
験
を
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
も
、
中
学
生
の
為

に
と
商
品
提
供
し
て
頂
い
て
い

る
町
民
・
ま
た
来
場
し
て
買
い

物
を
し
て
頂
い
て
い
る
方
々
の

温
か
い
気
持
ち
が
、
長
年
続
け

ら
れ
て
い
る
誇
り
の
事
業
の
ひ

町

民

の

声
下
仁
田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　
　
　
　
　

吉　

澤　

良　

治　

さ
ん

と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
生
徒
の

減
少
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
個
々
の

負
担
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ

と
も
現
状
で
す
が
、
試
行
錯
誤

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
町
民
と
生
徒
・
児

童
が
共
同
し
て
行
え
る
事
業
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
未
来
あ

る
子
供
達
に
貴
重
な
体
験
が
出

来
る
よ
う
、
町
・
議
会
・
町
民

と
連
携
を
計
り
、
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。整備された下仁田中学校校庭

◆ツアーは６コースから選

択！

　ジオパークのツアーもあ

ります！

◆町の国指定史跡荒船風穴

を含む「富岡製糸場と絹

遺産群」が国において世

界遺産に推薦が決定され

ました。

（詳しくは荒船風穴ＨＰから）
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編
集
室
か
ら

　

猛
暑
が
続
く
今
の
時
季

は
、
健
康
管
理
が
難
し
い
も

の
で
す
。
自
分
の
体
を
健
や

か
に
保
て
る
よ
う
に
、
規
則

正
し
い
生
活
、
早
寝
、
早
起

き
、軽
い
運
動
を
心
掛
け
て
、

冷
房
の
使
い
過
ぎ
に
は
注
意

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

節
電
も
大
切
で
す
が
、
自

分
の
体
は
、
自
身
で
気
を
つ

け
て
、
元
気
で
こ
れ
か
ら
の

暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
。

　

広
報
委
員
会
で
は
、
定
例

会
終
了
後
に
、
年
４
回
、
議

会
だ
よ
り
を
発
行
し
、
住
民

の
皆
様
に
、
議
会
で
の
審
議

の
様
子
、
町
の
状
況
を
分
か

り
易
く
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

に
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
今

後
、
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
、紙
面
づ
く
り
に
、

邁
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
、
ご
意
見
等
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

広
報
発
行
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
　

矢
嶋
榮
一

副
委
員
長　
　

木
暮
弘
元

委　

員　
　
　

原  

秀
男

　
　
　
　

 　
　

髙
瀬
政
信

堀
口
博
志

岡
田
武
二

議会だより・会議録を
ホームページでご覧下さい。

http://www.town.shimonita.
lg.jp/

問い合わせ先：電話82-2111

（内線610番）

議
会
だ
よ
り

二
〇
一
三
年　

夏
号

（
第　

62　

号
）

群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
六
八
二
番
地

発
行
／
下
仁
田
町
議
会
議
長　

千
野　

榮
治

編
集
／
広
報
発
行
対
策
特
別
委
員
会

☎
０
２
７
４-

82-

２
１
１
１　

印
刷
／
荒
瀬
印
刷
株
式
会
社

《
生
立
》

　

今
か
ら
28
年
ほ
ど
前
の
昭
和

61
年
度
に
、
国
、
県
、
市
町
村

の
地
域
振
興
連
携
む
ら
お
こ
し

事
業
と
し
て
全
国
津
々
浦
々
で

空
き
店
舗
活
用
を
柱
に
、
町
で

は
草
木
染
、
陶
芸
の
３
事
業
を

絡
ま
せ
、
地
域
振
興
と
地
域
活

性
化
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
の
推
進
を
図
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
過
疎
化
が
進
み
、

そ
の
波
に
押
し
や
ら
れ
る
よ
う

に
草
木
染
め
と
陶
芸
が
い
つ
の

間
に
か
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

空
き
店
舗
対
策
事
業
は
、
商

店
街
の
中
心
部
の
旧
倉
茂
商
店

の
西
の
空
き
家
を
拠
点
と
定
め

商
工
会
が
中
心
と
な
り
活
動
し

て
参
り
ま
し
た
が
、
設
立
３
年

程
で
雨
漏
り
や
屋
根
等
の
修
理

費
用
が
嵩
む
と
い
う
こ
と
で
平

町
の
話
題

町
の
話
題

町
の
話
題

町
の
話
題

町
の
話
題

《
い
こ
い
処
》
に
つ
い
て

成
12
年
こ
ろ
か
ら
、
現
在
の
商

工
会
西
に
《
い
こ
い
処
》
と
命

名
し
再
出
発
致
し
ま
し
た
。

《
位
置
づ
け
目
指
す
方
向
》

　

平
成
17
年
に
至
り
、
町
か
ら

の
当
該
施
設
（
空
店
舗
対
策
事

業
費
）
へ
の
助
成
金
が
全
額

カ
ッ
ト
さ
れ
た
為
、
一
時
、《
い

こ
い
処
》
の
運
営
を
ど
う
す
る

か
で
、
町
商
店
街
等
の
有
志
に

よ
る
思
い
が
そ
の
継
続
を
後
押

し
し
て
、
頑
張
り
抜
く
こ
と
と

な
り
、
地
域
の
一
般
の
方
々
を

は
じ
め
、
事
業
所
、
商
店
、
飲

食
店
等
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご

支
援
に
よ
り
今
か
ら
７
年
前
の

平
成
18
年
度
夏
か
ら
民
間
の
力

で
ほ
ぼ
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
様
の
熱
心
な
御
協

力
を
頂
き
自
主
運
営
と
い
う
形

で
早
く
も
７
年
目
と
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
間
、
店
舗
活
用
の

主
体
を
成
す
『
絵
画
、
写
真
、

書
道
展
』
を
は
じ
め
、『
さ
つ

き
盆
栽
展
や
俳
句
会
』
迄
に
発

展
、
拡
大
し
、
年
間
を
通
じ
て

予
約
で
一
杯
と
い
う
、
う
れ
し

い
悲
鳴
で
す
。

　

時
に
は
、
こ
う
し
た
施
設

は
「
お
年
寄
り
だ
け
の
立
ち
寄

り
場
所
」
と
白
い
目
で
見
ら
れ

た
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
、
40
代
、
50
代
の
人
達
な

ど
、
各
種
展
示
会
を
通
じ
て
の

ご
来
店
も
増
加
し
つ
つ
あ
り
更

な
る
、
こ
う
し
た
空
店
舗
活
用

も
視
野
に
、
も
っ
と
《
ア
ン
テ

ナ
・
シ
ョ
ッ
プ
》
と
し
て
の
機

能
を
果
た
せ
る
よ
う
な
ご
支
援

を
頂
け
れ
ば
、
広
い
地
域
振
興

の
芽
が
更
に
発
掘
さ
れ
て
地
域

の
活
力
と
元
気
を
秘
め
た
地
域

づ
く
り
が
出
来
る
と
確
信
致
し

ま
す
。

《
い
こ
い
処
維
持
運
営
会
：
ひ
と
り
言
》

仲町のいこい処


